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□高度な看護実践能力を
活用し、人材育成へ結びつ

けることができる

協
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□関係者、多職種間の中心
的役割を担うことができる

ケ
ア
す
る
力

自施設に不足している機能に気づき､補完するため
に資源を活用できる。 4　3　2　1

連携において､多職種を中心的に巻き込みながらま
わりを動かすことができる｡ 4　3　2　1

各職種が役割を効果的に発揮できるよう、各職種の
役割を明確化できる 4　3　2　1

カンファレンスにおいては、中心となって各職種を
尊重しながら、問題解決へ導くことができる 4　3　2　1

看護チーム内では､看護師が役割を効果的に発揮
できるよう調整を行う 4　3　2　1

 

連携にあたっては全体を俯瞰できる

4　3　2　1

□目標に向かって多職種の
活力を引き出すことができ

る

各職種でチームの目標を共有できる

4　3　2　1
各職種で結束して関わることのできるような連携を促

進、指導する 4　3　2　1
多職種との連携において､病院内だけでなく病院外

との複雑な調整ができる 4　3　2　1

患者の尊厳を尊重し､患者のＱＯＬや生活の可能性
を広げるケアを考え実践できる｡ 4　3　2　1

　

患者の疾患の予後と治療による影響が理解できる
4　3　2　1

患者の希望や価値観､尊厳を尊重し、自身の経験を
活用し患者にとってベストの看護を指導する 4　3　2　1

地
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を
巻
き
込
み
な
が
ら
包
括
的
な
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を
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践
し
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材
育
成
に
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げ
る
こ
と
が
で
き

る

どのような複雑な背景や状況にあっても､最適なケア
をスタッフレベルに応じて指導することができる。 4　3　2　1
コミュニケーションに長けており､自らがロールモデ
ルとなり各患者に最適な対応を指導できる。 4　3　2　1
ケアの開発のための努力を継続して行う。

4　3　2　1
患者の複雑なニーズに対応するため、自身の経験

や技術を指導し実践する 4　3　2　1

□個別性に応じたニーズの
判断に対し後輩指導や多
職種連携ができる

多職種、後輩看護師を巻き込みながら複眼的な視
点から迅速に患者の状況をとらえ判断し､複雑な状
況や多様な二ーズをとらえ､必要な介入を判断でき

る

4　3　2　1

患者に対し､疾患の予後と治療による影響や退院
後の生活を予測し他部門と効果的な連携が図れる 4　3　2　1
地域全体を俯瞰して､ニーズに対して不足している
機能に気づき､他施設等に働きかけることで解決を

図ることができる
4　3　2　1

他者評価

ニ
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と
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力
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ふ
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を
と
ら
え
る

□複雑な状況を把握し､ケ
アの受け手を取り巻く多様
な状況やニーズの情報収
集ができる

患者を取り巻く多様な人々がもつ情報の重要性を
理解し､情報収集を行い必要時他部門への共有を

図る
4　3　2　1

患者と家族(または患者を取り巻く人々)の価値観と
すり合わせ､多職種を使いながら多角的な側面から

二ーズをとらえることができる
4　3　2　1

項目
【レベル毎の

目標】
【行動目標】 実際例 成果と評価できる行動

自己評価
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ラダー評価表　ラダーE-2
評価日　　　年　　　　月　　　日

4：良くできる　　　3：できる　　　　　　　2：ほぼできる
1：到達までには課題がある

レベルⅠの定義 地域包括システムを活用しケアの受け手及び病院にとっての最適な手段を選択した看護を実践する



／ ／ ／
他者評価項目

【レベル毎の
目標】

【行動目標】 実際例 成果と評価できる行動
自己評価

レベルⅠの定義 地域包括システムを活用しケアの受け手及び病院にとっての最適な手段を選択した看護を実践する

□地域的単位における教
育的役割が取れる

□院外活動・学会に参加し
還元できる

□高度な看護実践中でロー
ルモデルになれる

□看護協会主催のマネジメ
ントレベル研修に参加でき
る

□看護部委員会における
依頼された担当の役割遂行
ができる

□権限を委譲され、部署の
変革・改善に取り組む

□タイムマネジメントが行え
る

□看護師としてモラルある
行動が出来る

難易度 業務目標及び業績 業務知識・スキル 対人能力 課題解決能力 情意・モラル 師長評価
２次
評価

最終
評価

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

(　　　　　・　　　　　)

身だしなみや接遇（言葉遣いや表情・態度など）看
護師として責任ある行動に取り組んでいる

また、必要時はメンバー指導ができる
4　3　2　１

年度

年度

年度

年度

年度

自
己
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・
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究
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4　3　2　1
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看
護
部
も
し
く
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ら
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ら
れ
る
役
割
を
遂
行
で

き
る

委員の役割を果たすにあたり、自己の意見を持ち
リーダー的立場で行動できる　。 4　3　2　1

業
績

看
護
師
と
し

て
模
範
と
な

る
行
動
が
と

れ
る

部署の業務が時間内終了するようメンバーに指示
し計画性を持って看護に取り組んでいる 4　3　2　１

　

院内における委員会が果たす役割を理解し活動で
きる 4　3　2　1

□看護部委員会の牽引が
できる 委員会の活動を展開する中で問題点を発見・分析

し、課題を明確にして目標の設定や計画立案を行う 4　3　2　1
部署目標達成の為の活動を評価し、上司などと相

談のもと計画の修正が出来る

看護協会主催のマネジメントレベルの研修に参加し
ている 　3　2　0

□自己スキルアップのため
に院外活動・学会に参加で

きる

自己のスキルに影響する学会に参加できる 4　3　2　0

地域連携に関わる研修、介入ができる 4　3　2　0

自己が関わる専門領域や委員会において教育者と
して研修会が主催できる 4　3　2　0

　

研究活動が実践できる（学会発表等） 4　3　2　0

高度な臨床推論や倫理的視点を持ちスタッフ育成
ができる 4　3　2　0

意図的に医療チームを動かし､意思決定プロセスを
支援できる 4　3　2　1

・患者と家族(または患者を取り巻く人々)の思いは
目々変化していることを念頭においた支援が出来る 4　3　2　1
・多角的な視点から患者と家族(または患者を取り巻
く人々)を尊重し寄り添い続けることができる 4　3　2　1

・複雑な意思決定場面において､患者の尊厳を尊重
した意思決定できる関わりが持てる 4　3　2　1

意
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□法的および文化的配慮な
ど多方面からケアの受け手
や周囲の人々を擁護した意
思決定プロセスを支援でき

る

自らロールモデルとなり患者と家族(または患者を取
り巻く人々)が自ら決定できたり考えたりすることがで
きるように積極的に踏み込んで関わる方法を指導す

る
4　3　2　1

・患者・家族の意思決定のために､適切な資源を積
極的に活用し､調整できる。 4　3　2　1

　


